
令和７年度伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム 

第１回会議次第 

日時：令和7 年７月２日（水）1０:０0～ 

場所：富岡町文化交流センター 小ホール 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

 ３ 報告 

令和６年度伝承者育成講座の実績について 

 

４ 協議 

（１）令和７年度伝承者育成講座の実施について 

（２）令和７年度伝承者育成プログラムについて 

（３）その他 

 

５ 事務連絡 

 

６ 閉会 

 



令和７年度伝承者育成プログラム検討プロジェクトチームメンバー 

  （五十音順） 

 名  前 備考 

 

 

有 

 

識 

 

者 

東京大学大学院情報学環・学際情報学府准教授 

東日本大震災・原子力災害伝承館上級研究員 

開沼  博 氏 

 

東北大学災害科学国際研究所准教授 

佐藤 翔輔 氏 

 

福島大学教育推進機構 高等教育企画室准教授 

前川 直哉 氏 
座長 

語 

り 

部 

団  

体 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会長 

青木 淑子 氏（NPO法人 富岡町3･11を語る会代表） 

 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議副会長 

大谷 慶一 氏（いわき語り部の会会長） 

 

 

報

道

機

関 

福島民友新聞社 論説副委員長 

菅野 篤司 氏 

 

福島民報社双葉郡統括兼双葉南支局長 

鈴木  仁 氏 

 

 

 



 

令和６年度実績報告について 

 
 
１ 伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム会議 
 ・第１回 令和６年５月１７日（金）富岡町文化交流センター 小ホール 
・第２回 令和６年１０月１７日（木）※早急な議案が無かったため中止 
・第３回 令和７年１月１６日（木）双葉町産業交流センター 大会議室 

 

２ 伝承者育成講座（全４回） 修了者 14 人 

講座 実施日 場 所 受講生 主な内容 

第１回 ７月 20 日（土） 富岡町文化交流センター 17 人 ・語り部の役割 

・ワークショップ 

第２回 9 月 28 日（土）

～29 日(日) 

フィールドワーク（大熊

町・いわき市） 

双葉町産業交流センター 

14 人 ・フィールドワーク 

・話し方講座 等 

 

第３回 11 月 30 日（土） 双葉町産業交流センター 9 人 ・プレゼンテーシ

ョンスキルアップ 

第４回 令和７年 

2 月 8 日(土) 

富岡町文化交流センター 14 人 ・成果発表 

   

３ 伝承者育成英語講座（全４回） 修了者３人 

講座 実施日 場 所 受講生 主な内容 

第１回 ７月 20 日（土） 富岡町文化交流センター ３人 ・原稿確認 

・スピーチ練習 

第２回 9 月 25 日（水） オンライン講座  ３人 ・スピーチ改善点 

・スピーチ練習 

第３回 11 月 20 日（水） 対面・オンライン講座 ３人 ・スピーチ改善点 

・スピーチ練習 

第４回 令和７年 

2 月 8 日(土) 

富岡町文化交流センター ３人 ・成果発表 

 

４ 語り部県内派遣 

  派遣案内チラシを義務教育課、高校教育課等を通して、県内の小中学校・義

務教育学校、各県立・私立学校へ配付し、語り部の活用を依頼した。 

 

５ 語り部県外派遣 

派遣者数４４人 

  ※令和６年度語り部県外派遣の実績について 
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令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害体験伝承者育成講座 開催要項 

（次世代へつなぐ震災伝承事業） 

 

１ 事業の目的    

東日本大震災及び原子力災害の発生から１４年が経過し、年々風化が進行する中、

語り部の伝承活動の継続・拡大の重要性は一層増しています。その一方で、後継者の

育成が課題となっていることから、複合災害の記憶と教訓を伝える語り部等を育成す

るため、伝承者育成講座を実施します。 

 

２ 主 催  東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

 

３ 日程・内容  

○開講式・第１回伝承者育成講座  

【日時】令和７年７月１９日（土）１０：２０～１６：３０（受付１０：１０～） 

  【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

【内容】開講式 

１時間目「語り部の役割」 

２時間目「地域の思いの共有ワークショップ」 

３時間目「よくある質問・震災知識についてのワークショップ」 

 

 ○第２回伝承者育成講座（１日目） ※宿泊については希望される方のみ。 

【日時】令和７年９月２７日（土）９：３０～１６：３０（受付９：１５～） 

  【場所】集合場所：双葉町産業交流センター 駐車場 

・フィールドワーク訪問地 大熊町中間貯蔵施設・いわき市薄磯地区 

      ※バスでの移動となります。 

     ・意見交換会 東日本大震災・原子力災害伝承館 研修室（予定） 

  【内容】フィールドワーク・意見交換会  

 

○第２回伝承者育成講座（２日目） 

【日時】令和７年９月２８日（日）９：００～１４：４５（受付８：５０～） 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室（予定） 

【内容】１時間目「伝わりやすい話し方講座」 

２時間目「プレゼンテーションスキルアップ」 

 

 ○第３回伝承者育成講座（本講座の受講生で希望者のみ） 

  【日時】令和７年１１月２９日（土）１０：３０～１４：３０（受付１０：２０～） 

【場所】双葉町産業交流センター 大会議室（予定） 

【内容】「プレゼンテーションスキルアップ」 
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 ○第４回伝承者育成講座・修了式 

【日時】令和８年２月７日（土）１０：００～１４：００（受付９：４５～） 

  【場所】双葉町産業交流センター 大会議室 等（予定） 

  【内容】成果発表・修了式 

同日の午後に開催する第２回東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネ 

ットワーク会議の冒頭に行います。 

 

○その他 

（１）全講座を受講した方に修了証書が授与されます。また、修了された方は、県外 

語り部派遣者に登録されます。 

 （２）第２回伝承者育成講座は２日間となります。宿泊については、希望される方の

みとなります。なお、宿泊費については受講者負担となりますことを予めご承知

おきください。宿泊先については、双葉町内のホテル（シングル8,000 円程度）

を予定しておりますが、詳細につきましては、受講生決定通知の際にお知らせい

たします。 

 （３）全日程参加を前提としますが、個別の事情がある方は事前に事務局にご相談く

ださい。 

 

４ 受講対象  ・一般の方（高校生以上）で、震災伝承活動に関心のある方 

        ・現在（過去も含む）、震災伝承者活動をされている方 

          ※御不明な点があれば、事務局までお問い合わせください。 

 

５ 募集人数   １５名程度 

 

６ 受講料   無料（交通費・宿泊費は各自で御負担いただきます） 

 

７ 申込方法   

（１）締切日  令和７年６月２５日（水） 

（２）方 法  受講希望者は、「（様式）令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害

体験伝承者育成講座 受講申込書」に記入し、申込先へメールで送付し

てください。 

 

 

 

 

８ 受講者の選考 

受講申込みが募集定員を大幅に超えた場合は、書類審査より選考します。 

決定後、７月４日（金）までに申込者全員に選考結果をお知らせします。 

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp       

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7404） 
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令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害体験伝承者育成中国語講座 開催要項 
（次世代へつなぐ震災伝承事業） 

 

１ 事業の目的    中国語圏からの来県者の増加に伴い、震災関連のインバウンド需
要の増加が見込まれることから、福島県の未曾有の複合災害の記憶
と教訓を伝えることを目的として、中国語で講話ができる語り部を
育成するため。 

２ 主催       東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

３ 日程・内容   令和７年度伝承者育成講座 開催要項（日本語）と同様 

４ 受講対象      震災語り部を希望する県内在住の中国語圏出身の方（講座の日本
語が理解できることが条件）及び中国語が話せる方 

５ 募集人数     ２〜３名 

６ 受講料     無料（交通費・宿泊費は各自で御負担いただきます） 

７ 申込方法   （１）締切日 令和７年６月２５日（水） 

         （２）方 法 受講希望者は、「（様式）令和７年度福島県東日本大
震災・原子力災害体験伝承者育成中国語講座受講申込書」に日本語
で記入し、申込先へメールで送付してください。                                                

 
東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議 

メール：f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp 
（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 T E L ：024-521-7404） 
 

８ 受講者の選考   受講申込みが募集定員を大幅に超えた場合は、書類審査より選考
します。決定後、７月４日（金）までに申込者全員に選考結果を
お知らせします。 
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令和７年度福島県東日本大震災・原子力災害伝承者育成英語講座 開催要項
（次世代へつなぐ震災伝承事業）

１ 事業の目的 東日本大震災及び原子力災害の発生から１４年が経過し、年々震災学習等に関する
インバウンドのニーズが高まっている現状から、海外に向けた震災伝承に対応するた
め、本講座を実施します。

２ 主 催 東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議

３ 日程・内容 ○第１回講座
【日時】令和７年７月１９日（土）

受講生①の講座：１０：３０〜１１：３０
受講生②の講座：１２：３０〜１３：３０
受講生③の講座：１４：００〜１５：００
受講生④の講座：１５：３０〜１６：３０
※講座は講師と受講生のマンツーマン式で行います。

【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定）
【内容】「翻訳原稿の確認・音読講座①」

○第２回講座
【日時】令和７年９月２７日（土）

受講生②の講座：１０：００〜１１：００
受講生③の講座：１３：００〜１４：００
受講生①の講座：１４：３０〜１５：３０

【場所】東日本大震災・原子力災害伝承館 研修室（予定）
【内容】「翻訳原稿の音読講座②」

○第３回講座
【日時】令和７年１１月１日（土）

受講生③の講座：１０：００〜１１：００
受講生①の講座：１３：００〜１４：００
受講生②の講座：１４：３０〜１５：３０

【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定）
【内容】「翻訳原稿の音読講座③」

○第４回講座
【日時】令和７年１２月６日（土）

受講生①の講座：１０：００〜１１：００
受講生②の講座：１３：００〜１４：００
受講生③の講座：１４：３０〜１５：３０

【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定）
【内容】「翻訳原稿の音読講座④」

○第５回講座・修了式
【日時】令和８年２月７日（土）１０：００〜１２：００
【場所】双葉町産業交流センター 小会議室（予定）
【内容】成果発表

※修了式は、同日の午後に開催する第２回東日本大震災・原子力災害ふくしま
語り部ネットワーク会議の冒頭に行います。
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４ 受講対象 ○東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会員で、おおむね
語り部歴３年以上の方または伝承者育成講座の修了者で受講を希望される方。

○「津波による被災」「原発事故による長期避難」「復興の取組」等のいずれかの
テーマで話せる方。

５ 募集人数 ３名

６ 受講者選考方法 語り部団体から、「（様式）令和７年度東日本大震災・原子力災害伝承者英語
講座受講希望者推薦書」により、推薦があった候補者の中から事務局で選出し被
推薦者に打診します。被推薦者から承諾を得た後、東日本大震災・原子力災害ふ
くしま語り部ネットワーク会議（伝承者育成プログラム検討プロジェクトチー
ム）の承認を受けて、受講生を決定します。選定結果については、東日本大震
災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議登録団体等へメールでお知らせ
します。

７ 受 講 料 無 料
（但し、講座会場までの交通費・昼食代は、受講者各自で負担いただきます）

８ 全体スケジュールイメージ

９ そ の 他
（１）本開催要項は、令和７年４月１日（火）時点の想定であり、今後、講師の意見・参加者の状況に応

じて変更することがあります。
（２）講師・受講生の都合に応じてオンライン講座及び受講生の進度に応じて補習（対面・オンライン）

についても検討いたします。
（３）講師の他に英語、プレゼンテーションに詳しいコーディネーターによるアドバイスも随時、実施予

定です。
（４）スピーチの内容を留学生等の外国人に聴講してもらう機会を設けるよう調整します。
（５）本講座は、ご自身の語りの内容を英語でスピーチできることを意図しており、英会話の習得が目的

ではないことをご承知おきください（講話における質疑応答は、引き続き、通訳を介することを前提
としています）。

（６）問い合わせ先
東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議

（事務局：福島県文化スポーツ局生涯学習課 TEL：024-521-7404）

メール︓f-kataribe@pref.fukushima.lg.jp

事前準備（４月〜６月） 講座受講（７月〜２月） 修了後（R８年度〜）

①自身の語りを日本語の原稿に作
成（３０分程度の原稿）し、
講師に提出する。

②講師から英訳された原稿を事前
に受け取る。

○全５回講座、講師と受講生のマ
ンツーマン式。（「３．日程・
内容のとおり」）

※次回の講座まで、各自、自主練
習（翻訳原稿の音読練習）を行
う。

○ネットワーク会議各団体や伝
承館等のインバウンド対応。
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・令和７年度 伝承者育成講座

回 項 目 目 的 研修概要 講師案 到達目標 テキスト案

第1回
７月19日
（土）
双葉町産
業交流セン
ター

大会議室

開講式

語り部の
役割
（90分）
10:30〜

12:00

先輩語り部の講話
を聴き、これまでの
自身の活動をふり返
ることで、語り部の役
割についての理解を
深め、自身が語るこ
との意義を理解する
ことができる。

先輩語り部の実演を見学し、限られた時
間の中で受講生に伝えるべきことをどのよ
うにして語り、伝えようとしているかを習得
します。
＜内容案＞
①震災講話を聴く
②講義(語り部の役割の本質的な理解)
③質疑応答

ネットワー
ク会議会
長

・語り部としての心構えの
習得
・伝えるべき事項(震災
の実相)の表現方法の
習得
・復興への挑戦からその
「思い」を知る。

・講演資料(講
師が準備の有
無を確認)

地域の想い
の共有
ワークショップ
（75分）
13:00〜

14:15

語り部活動の課題
と意義を整理し、語
り継ぐ内容の本質に
ついて自分自身で
理解し、言葉にする
ことで、「ふくしま震
災等語り部」として
自身の思いや伝えた
いメッセージを具現
化することができる。

未曾有の複合災害と、そこからの復興に
向け果敢に挑戦する人々との意見交換
を通して、自身が伝えたいメッセージの具
現化と、語り部の取組の本質について理
解を深めます。
＜内容案＞
①円卓等での相互インタビュー
②意見交換による深掘り
※「気づき」を持たせるヒントの与え方

復興に向け
果敢に挑戦
する人々
富岡町3･
11を語る会
代表 青木
淑子氏、
福島大学
准教授 前
川 直哉氏
（予定）

・ふくしま震災等語り部と
しての意識を、より高める
・自身の想いを伝えるた
めの創意工夫と他の語り
部との相違点

・福島のあの日
からいま
・防災手帳

よくある質
問・震災知
識について
のワーク
ショップ
（120分）
14:30〜

16:30

多くの人に知ってほ
しい福島のむかし、
いま、みらいについて、
事実が伝わっていな
いことや、伝わりづら
いことを再認識する
ことができる。

自身の語りの幅を広げるため、それぞれの
経験や知識などを共有する機会を設けま
す。(地震・津波・原発事故・避難生活・
放射線の基礎等)
＜内容案＞
①聴講者からの「よくある質問」に答える（各グ
ループ）班編制４人を上限
②フィールドパートナーの話
③意見交換（各グループ）
※「気づき」を持たせるヒントの与え方
※情報を収集し、多様性を理解すると
とともに持論を持つことを意識する

フィールド
パート
ナー
ふくしまリ
アリ代表
山口祐
次氏
(予定)

・福島の震災発生前、震災
発生当時、震災発生後の
事実についての共通理解
・自身が想定していない質
問や意見への対応と、多様
性の理解
・受講生の知識・意見などを
共有
・触れづらいことも知識として
会得していく

・福島のあの日からいま
地震・津波 P4〜９
原発事故 P10〜13
避難 P14〜17
P20〜23
放射線基礎
P18〜19
・放射線副読本
放射線について知ろう
P3〜11
原子力発電所の事故と復
興のあゆみ P12〜14
風評被害や差別
P15〜16
食べ物の安全性
P17〜18

※第２回研修までに語り部原稿・メモの見直し

東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議会員および新規語り部希望者を対象に、多様な語りと知識を学び、福島への自身の想いを語るための研修を行います。
全体コーディネート︓福島大学准教授 前川 直哉氏※講師に関しては県各課事業の精査及び伝承者育成PTの検討を加え調整します。

１
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回 項 目 目 的 研修概要 講師案 到達目標 テキスト案

第2回
9月27日
（土）
(1日目)
双葉町産
業交流セン
ター出発
９︓３０
（予定）

双葉町産
業交流セン
ター

大会議室
（予定）

語り部案内に
よるフィールド
ワーク①
（120分）
９:50〜

11:50
※途中、昼食

福島県内の語り
部の活動内容を
実践の場で体験
し、その活動現
場を訪れる。また、
自分自身の経
験を語るために
必要なスキルや
伝えるべき震災
の実相について、
参加者の間で学
び合う。

語り部の話を聞いたうえで、地域の
現状を把握するため、震災現場を
訪れます。語り部の実体験に基づく
説明を聞きながら、語り部活動の
重要性について考えます。
＜内容案＞
①震災現場訪問
②語り部のよる地域案内
③現場訪問フィードバック

・フィールド
ワーク①
中間貯蔵施
設
大熊未来塾
代表︓木村
紀夫氏(予
定)
・バス移動中
（大熊〜い
わき）ネット
ワーク会議会
員による案内
・フィールド
ワーク②
いわき市薄磯
地区
いわき語り部
の会代表︓
大谷慶一氏
（予定）
・バス移動中
（いわき〜双
葉）ネット
ワーク会議会
員による語り

意見交換
会︓福島
大学准教
授 前川
直哉氏
（予定）

・自身が発信すべきこ
とを具現化することが
できる。
・自分事を相手に伝
え、共感を得ることが
できる

・講師資料(講
師が準備の有
無を確認)
・フィールドワー
ク資料(現場案
内で普段使用
しているもの)

※第3回研修
までに自身の語
り部原稿素案
(概要)を見直
し、原稿案とし
て作成

語り部案内に
よるフィールド
ワーク②（60
分）
13:15〜

14:15

意見交換会
（45分）
15:45〜

16:30

フィールドワークを終え、実際の現場
を体験してみての感想や、語り部の
話す内容との違いや疑問等につい
て、意見交換を行います。参加した
受講生の気づきや、自身の思いを
具現化するために必要なことについ
て考えます。
＜内容案＞
①語り部との意見交換

・自身の経験を価値
に変えるための気づき
を得る

宿泊準備

２
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2

回 項 目 目 的 研修概要 講師案 到達目標 テキスト案

第２回
9月28日
（日）
(2日目)
双葉町産
業交流セン
ター

大会議室
（予定）

伝わりやすい話
し方講座
（90分）
09:00〜

10:30

震災の経験や
記憶を自身の言
葉で伝える方法
に気づくことがで
きる。

話し方講師から、語り部として伝え
たいことを、自分の言葉で表現する
方法を習得します。
＜内容案＞
話し方講座、多様な伝え方

福島大学
助教
久保田彩
乃氏
(予定)

・語りを自身の言葉で
伝えることができる

・講師資料
(講師に準備の
有無を確認)

プレゼンテーショ
ンスキルアップ
（180分）
10:45〜

14:45

震災の経験や
記憶を自身の言
葉で伝える方法
を身につけること
ができる。

原稿に沿って実演を行い、参加者
同士の意見交換を行います。さらに、
受講生のセルフチェック用に実演の
動画撮影を行います。
＜内容案＞
受講者の実演と実演に関する意見
交換

福島大学
助教
久保田彩
乃氏
(予定)

・自分事を相手に伝
え、共感を得ることが
できる

※第３・４回研修までに発表の練習

回 項 目 目 的 研修概要 講師案 備考

第４回
令和８年
2月７日
（土）双葉
町産業交流
センター
（予定）

成果発表
（120分）
10︓00〜
12︓00

これまでの講座での取組を
活かしながら、震災語り部と
して、自身の思いを伝えるこ
とができる。

4〜５グループに分かれて
パフォーマンス実演を行いま
す。（1グループ３〜４人
＋講師）※講師は発表者
ごとに評価と講評を行う

先輩語り部（東日本大
震災・原子力災害ふくし
ま語り部ネットワーク会議
会長・副会長・会員）

発表の様子は記録動画
に保存し、アーカイブ化の
ための材料とする。

修了式（2月開催の第2回東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議内）

回 項 目 目 的 研修概要 講師案 到達目標 テキスト案

第３回
11月29日
（土）双
葉町産業交
流センター
（予定）
※希望者
のみ参加

プレゼンテーショ
ンスキルアップ
２（180分）
1０:３0〜
1４:３０

※途中60分
昼食休憩

語り部自身が納
得のいく語りを完
成させるための
余白を埋め、自
分ごとの成果と
進化およびその
評価の向上を目
指す。

語り部として、与えられた時間内に
自身の想いを来場者に具体的に
伝え、共感を得るための工夫やア
ピールの手法について、講師とともに
学び合います。
＜内容案＞
①語り部プレゼンテーション
②受講生同士のスキルアップ

福島大学
准教授 前
川 直哉氏

先輩語り部

・語りを通じ、来場者
の共感や地域に対す
る想いの伝播が、自
身で納得のいく反応を
得ることができる。

・講師資料(講
師が準備の有
無を確認)

※第４回研修
までに発表の練
習

※途中60分昼食休憩

３
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（別紙） 

 

ふくしま語り部ネットワーク会議の課題と対応（案） 

 

１ 県外派遣者の決定方法 

＜現状＞ 

・主催者の希望に沿った派遣を行うと、派遣者・回数に偏りが生じる。 

・伝承者育成講座修了者・会員登録者の活動機会を確保する必要がある。 

・事務局（県・JTB）では、適当な方を判断することが難しい。 

＜今後の対応案＞ 

(1) 案内パンフレットは、個人ではなく団体を紹介するものとしてはどうか。 

(2) 申し込みの際の希望も、個人ではなく団体を記載いただくのはどうか。 

(3) 誰を派遣するかは、引き受ける団体が実力や適性を勘案して決定する。 

（団体内において、特定の人に偏らず、新しい人も行けるよう配慮する。） 

 

２ ネットワーク会議の会員登録 

＜現状＞ 

・伝承者育成講座の修了者増に伴い、個人での会員登録が増えている。 

・ 「語り部団体のネットワーク化」という会議の本来の趣旨からずれてきている。 

・会員同士のバランスが失われ、事務局の会員把握、連絡調整が困難になる。 

＜今後の対応案＞ 

会員登録は団体のみとしてはどうか。（代表者が会議に出席） 

※２名以上で新たなグループを立ち上げることも可能とする。 （代表者 ・事務局が

必要） 

 

３ 伝承者育成講座修了者が県外派遣の対象となる仕組み 

＜現状＞ 

・県外での活動を期待し伝承者育成講座を修了しても、自分への申し込みがされず、

結果的に県外に派遣されない人が多数出てくる可能性がある。 

・個人ごとの県外派遣回数に差が生じ、不満につながる可能性がある。 

＜今後の対応案＞ 

(1) 伝承者育成講座の修了者は、①修了証書の授与に加え、②（個人グループの

団体も含め）どこかの団体に所属できることをメリットとする。 

（又は、どこかの団体に登録することを、受講の条件とする案も。） 

(2) 県外派遣の登録・派遣は、団体を経由して行うこととする。（上記１） 

(3) 団体に所属することでネットワーク会議に間接的に参画する。（上記２） 

 

４ 次世代伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム（会議） 

＜現状＞ 

プロジェクトチームは、ネットワーク会議の人材育成に関する事項について検

討を行うが、伝承者育成プログラムは４年目に入り、内容が既に充実している。 

10



（別紙） 

 

＜今後の対応案＞ 

(1) ネットワーク会議の全般的な在り方を検討する会としてはどうか。 
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次世代伝承者育成プログラム検討プロジェクトチーム設置要綱 

 

（設置） 

第１条 東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議第６条の

規定に基づき、東日本大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議

（以下「ネットワーク会議」という。）に次世代伝承者育成プログラム検討プ

ロジェクトチーム（以下「プロジェクトチーム」という。）を置く。 

 

（所掌事務） 

第２条 プロジェクトチームは、ネットワーク会議の人材育成に関する事項に

ついて検討し、検討結果をネットワーク会議に報告するものとする。 

 

（組織） 

第３条 プロジェクトチームは、委員７名以内で組織する。 

２ 委員は、ネットワーク会議において指名する。 

３ 委員の任期は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委

員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員は、再任されることができる。 

 

（部会長及び副部会長） 

第４条 プロジェクトチームに、座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選により定める。 

 

（会議） 

第５条 プロジェクトチームの会議は、ネットワーク会議会長が招集する。 

 

（補則） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、プロジェクトチームの会議の運営に関

し必要な事項は、ネットワーク会議において定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和 4 年 12 月 9 日から施行する。 
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東日本大震災・原子力災害 

ふくしま語り部ネットワーク会議設置要綱 

 

（設置目的） 

第１条 東日本大震災・原子力災害の記憶と教訓を後世へ伝えていくため、県内の語り

部団体等が連携し、持続可能な震災伝承の体制を構築することを目的として、東日本

大震災・原子力災害ふくしま語り部ネットワーク会議（以下「ネットワーク会議」と

いう。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 ネットワーク会議は、次の各号に掲げる事項を行う。 

（１）語り部団体の連携促進に関すること。 

（２）語り部の人材育成に関すること。 

（３）語り部の県外等への派遣に関すること。 

（４）その他ネットワーク会議の目的を達成するために、会長が必要と認める事項。 

 

（組織） 

第３条 ネットワーク会議は、第１条の目的に賛同する県内語り部の団体を代表する者

等（以下「委員」という。）をもって組織する。 

２ 委員は、無報酬とする。 

３ ネットワーク会議に、会長及び副会長１人を置き、委員の互選により定める。 

４ 会長及び副会長の任期は１年とし、再任を妨げない。 

 

（会長及び副会長） 

第４条 会長は、ネットワーク会議の業務を総括する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

 

（会議） 

第５条 会長は、ネットワーク会議を招集し、年１回以上開催するものとする。 

２ 会長は、ネットワーク会議を招集しようとするときは、書面により会議の日時、場

所及び議題をあらかじめ委員に通知するものとする。 

３ 会長は、必要に応じて委員以外の者を会議に出席させ、意見・助言を求めることが

できる。 

４ 会議は公開で行う。ただし、個人のプライバシー保護及び法令等による公開禁止に

該当する場合、非公開とすることができる。 

５ 会議の資料及び議事録については、原則として公開する。ただし、個人のプライバ

シー保護及び法令等による公開禁止に該当する場合、その全部又は一部を非公開とす

ることができる。 
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（部会） 

第６条 ネットワーク会議に、部会を設置することができる。 

２ 部会の組織及び運営については、別に定める。 

 

（事務局） 

第７条 ネットワーク会議の事務局を、福島県文化スポーツ局生涯学習課に置き、生涯

学習課長を事務局長とする。 

 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、ネットワーク会議の運営に関し必要な事項は、

別に定める。 

 

附則 

 この要綱は、令和４年１１月６日から施行する。 
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